
    早いもので 12 月に入りました。第３学年生徒にとっては、自身の進みたい進路に向けて考えをまとめ
る時期です。今後の人生に関係していくかもしれない大切な選択です。既に三者懇談が始まっていますが、
どこの学校に行きたいか、だけでなく、その先の生き方をイメージして、進学先で何をしたいのか、将来
どのような仕事に就きたいのか、就職するのか大学進学を目指すのか、など自分自身を見つめて、進路を
決めていくことが大切です。また、残りの中学校生活もゴールが近づいています。１日１日を大切にして
過ごしてほしいですし、自分も周りも大切にして、素敵な卒業式に向かってほしいと願っています。
   １・２年生は、期末テストが終わりました。テストの結果と自身の学習に向かう姿勢や努力の程度を振
り返り、諦めることなく、少しでも今の結果より高まるよう、よく振り返ってほしいです。
    また、第２学年は、職場体験学習を実施しました。市内の多くの受け入れ可能な事業所に快くご協力い
ただきました。受け入れ事業所の皆様や保護者の皆様をお迎えし、学習の成果をグループごとに発表しま
した。いくつかの受け入れ事業所の方もご来校いただき、熱心に発表を聞いていただきました。受け入れ
ていただいた皆様に心から感謝申し上げます。なお、今後「受け入れてもいいよ。」という市内の事業所
がございましたら、ぜひ、学校に紹介していただきたいと思います。

    さて、10 月 25 日（土）に開校 60 周年記念式典を開催しました。関係の皆様、市内小中学校長をご来
賓としてお招きし、保護者･地域の皆様が見守る中、式典を開催することができました。ご来賓を代表し
て、苫小牧市長　金澤　俊　様、北海道教育庁胆振教育局長　髙橋　宏明　様から温かいご祝辞を頂戴し
ました。
    開校 60 周年は、「あいさつと合唱は沼中の輪　～みんな築こういつまでも～」をテーマにしてきました。
式典の最後に、「嵐」の「ふるさと」を全校合唱しました。ご来賓の皆様から「すばらしい合唱だった。」

「感動した。」などのお言葉をいただきました。特に、金澤市長に、公式ウエブサイトでも「『ふるさと』
に感動した。」と掲載していただきました。
    このほか、大看板の制作・設置、記念コンサートの開催、航空写真の撮影、記念ファイル・記念誌の作
成、記念写真展などに取り組んできました。記念誌の作成や写真展の開催に向けては、学校に残っている
過去の写真などを掘り起こしました。こうした作業を通じて、60 年という長い歳月を振り返りつつ、改
めて沼中の歴史や伝統を感じる貴重な機会となりました。
    開校記念に際して、中学校区学校運営協議会委員、同窓会、ＰＴＡなど、これまで、ご助言やご協力を
いただきました関係の皆様に心からお礼申し上げます。
    なお、必要経費につきましては、ＰＴＡ会費の一部から毎年積み立てている「開校記念式典積立金」か
ら支出させていただいております。後日、ＰＴＡ会費と合わせて、決算･監査報告をさせていただきます。
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開校 60 周年記念式典ありがとうございました


